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調査対象者と実施方法 2003 年11 月26 日から 12 月
3 日の間に、大学生および大学院生162 名(男性81 名、































(2003)を参考に 8 項目を作成した(Table1 参照)。「他者
志向」に該当すると考えられる 4 項目と、「自己志向」に該
当すると考えられる 4 項目とから成る。「全く当てはまらな






出されている。SD 法形式の 7 段階評定であった。 
5)関係評価の尺度: 内田(1990)と繁桝・池田(2003)を
参考に 10 項目を作成した(Table3 参照)。「全く当てはま









子、印象は 2 因子、関係評価は 1 因子を抽出した。 




















































己感情の主効果(F (1, 158)=12.36, p <.001)が有意で
あった。すなわち、自分の感情がポジティブなとき (M 





(1, 158)=30.49, p <.001)と、自己感情がネガティブなと
きの、相手の感情の単純主効果(F (1, 158)=15.18, p
<.001)が有意であった。また、相手感情がポジティブなと
の、自己感情の単純主効果(F (1, 158)=51.09, p
<.001)と、相手感情がネガティブなときの、自己感情の単
主効果(F (1, 158)=4.98, p <.05)が有意であった。す
なわち、自分の感情がポジティブなときは、相手の感情
がポジティブなとき(M =-.67, SD =.70)よりもネガティブ
なとき(M =.25, SD =.69)の方が、自分の感情がネガティ
ブなときは、相手の感情がネガティブなとき(M =-.12, SD 
=.76)よりもポジティブなとき(M =.53, SD =.83)の方が、
者志向的動機が推測されやすかった。また、相手の感
情がポジティブなときは、自分の感情がポジティブなとき
(M =-.67, SD =.70)よりもネガティブなとき(M =.53, SD
=.83)の方が、相手の感情がネガティブなときは、自分の
情がネガティブなとき(M =-.12, SD =.76)よりもポジテ






ため 0.70 0.04 3.49 (1.25)
あなたに負担をかけないように 0.66 -0.09 3.52 (1.33)
あなたの気持ちを共有するため 0.54 0.15 2.93 (1.28)
あなたと深い付き合いをしたいから 0.49 -0.01 2.87 (1.22)
＜F2 ：自己志向的動機推測＞
あなたに自分の気持ちを気にかけてもら
いたいから 0.29 0.66 2.37 (1.07)
浅い付き合いにとどめておきたいから -0.10 0.52 2.10 (1.01)
照れくさいから -0.05 0.44 2.73 (1.41)
自分のことだけを考えているから -0.33 0.44 2.19 (1.10)
因子寄与（二乗和） 1.66 1.12
F1 F2 M (SD)
項目
＜F1 ：否定的印象＞
人のわるい－人のよい -0.86 0.00 4.69 (1.23)
不親切な－親切な -0.75 0.10 4.56 (1.29)
感じのわるい－感じのよい -0.68 0.11 4.21 (1.28)
分別のある－無分別な 0.67 0.14 3.17 (1.23)
心のひろい－心のせまい 0.66 -0.16 3.62 (1.37)
重厚な－軽薄な 0.65 0.18 3.33 (1.14)
なまいきでない－なまいきな 0.57 0.06 3.08 (1.36)
気長な－短気な 0.55 0.12 3.40 (1.01)
責任感のある－責任感のない 0.54 0.02 3.52 (0.99)
にくらしい－かわいらしい -0.49 -0.03 4.39 (1.24)
＜F2 ：快活さ＞
自信のない－自信のある 0.21 0.73 3.61 (1.18)
無気力な－意欲的な -0.07 0.57 3.90 (0.89)
積極的な－消極的な 0.06 -0.54 4.57 (1.00)
沈んだ－うきうきした 0.19 0.53 3.49 (1.34)
非社交的な－社交的な -0.38 0.44 3.90 (1.26)
因子寄与（二乗和） 4.44 1.75
F1 F2 M (SD)
己感情の主効果(F (1, 158)=10.13, p <.01)が有意で
あった。すなわち、自分の感情がネガティブなとき (M 





(1, 158)=26.32, p <.001)と、自己感情がネガティブなと
きの、相手の感情の単純主効果(F (1, 158)=24.10, p
<.001)が有意であった。また、相手感情がポジティブなと
の、自己感情の単純主効果(F (1, 158)=52.21, p
<.001)と、相手感情がネガティブなときの、自己感情の単
主効果(F (1, 158)=7.76, p <.01)が有意であった。す
項目
＜F1 ：肯定的関係評価＞
心から親友といえる 0.81 2.94 (1.15)
十分に受け入れられていると感じる 0.80 2.88 (1.10)
とても気持ちが通いあっていると感じる 0.80 2.77 (1.08)
この友人とは今後も親しくなっていくと思う 0.76 3.52 (1.12)
この友人は私を本当に理解してくれていない -0.75 2.58 (1.06)
この友人には心からうちとけて話ができない -0.74 2.74 (1.14)
この友人との関係はずっと続いていくと思う 0.74 3.62 (1.05)
その場はうまくやっていけるが気持ちが通じ
あっていないと感じる -0.66 2.84 (1.14)
この友人との関係に不満を感じる -0.66 2.67 (1.24)




がネガティブなとき(M =-.22, SD =.61)よりもポジティブ
なとき(M =.57, SD =.69)の方 、自分の感情がネガティ
ブなときは、相手の感情がポジティブなとき(M =-.55, SD 
=.67)よりもネガティブなとき(M =.21, SD =.70)の方が、
己志向的動機が推測されやすかった。また、相手の感
情がポジティブなときは、自分の感情がネガティブなとき
(M =-.55, SD =.67)よりもポジティブなとき(M =.57, SD 
=.69)の方が、相手の感情がネガティブなときは、自分の
情がポジティブなとき(M =-.22, SD =.61)よりもネガテ
































情の交互作用(F (1, 158)=37.67, p <.001)が有意であっ
た。単純主効果の検定の結果、自己感情がポジティブな
ときの、相手感情の単純主効果(F (1, 158)=23.90, p
<.001)と、自己感情がネガティブなときの、相手の感情の
純主効果(F (1, 158)=14.43, p <.001)が有意であった。
また、相手感情がポジティブなときの、自己感情の単純
主効果(F (1, 158)=20.27, p <.001)と、相手感情がネガ
テ ィ ブ な と き の 、 自己感情の 単純主効果 (F (1, 
158)=17.44, p <.001)が有意であった。すなわち、自分
の感情がポジティブなときは、相手の感情がネガティブ
なとき(M =-.44, SD =.79)よりもポジティブなとき(M =.49, 
SD =.99)の方が、自分の感情がネガティブなときは、相
の感情がポジティブなとき(M =-.38, SD =.84)よりもネ
ガティブなとき(M =.35, SD =.82)の方が、否定的印象が
形成されやすかった。また、相手の感情がポジティブなと
きは、自分の感情がネガティブなとき(M =-.38, SD =.84)
よりもポジティブなとき(M =.49, SD =.99)の方が、相手の
感情がネガティブなときは、自分の感情がポジティブなと
き(M =-.44, SD =.79)よりもネガティブなとき(M =.35, SD
=.82)の方が、否定的印象が形成されやすかった。 
快活さを従属変数とした場合は、相手感情の主効
, 158)=38.50, p <.001)が有意であった。すなわち、相
手の感情がネガティブなとき (M =-.37, SD =.79)よりも







































































































単純主効果(F (1, 158)=9.87, p <.01)がみられた。すな
わち、自分の感情がネガティブなときは、相手の感情が
ネガティブなとき(M =-.17, SD =.15)よりもポジティブなと
き(M =.48, SD =.15)の方が、肯定的な関係評価がなさ
れやすいが、自分の感情がポジティブなときは、相手感























主効果(F (1, 158)=12.76, p <.001)もみられた。すな
わち、相手の感情がポジティブなときは、自分の感情が
ポジティブなとき(M =-.26, SD =.15)よりもネガティブなと
き(M =.48, SD =.15)の方が、肯定的な関係評価がなさ
れやすいが、相手の感情がネガティブなときは、自己感



























































































自己志向的動機推測 1.00 0.54 ** -0.18 * -0.48 **
否定的印象 1.00 -0.28 ** -0.60 **
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註 
究The Interpersonal Effects of the Restraint of Emotional Expression 
Shingo Abe (Faculty of Sociology, Kansai Universit
ty) 
In this study, participants (162 students) responded to a questionnaire in order to examine how people infer the 
m









Osamu Takagi (Faculty of Sociology, Kansai Universi
 
otive, and evaluate the relationship to individuals who restrain emotional expression. Results indicated that the 
interpersonal effects of the restraint of positive emotional expression were greatly influenced by the receiver’s 
emotional state. On the other hand, the restraint of negative emotional expression caused the inference of the 
prosocial motive and the formation of the favorable impression when the receiver’s emotional state was positive. 
However, without any relation to the receiver’s emotional state, the restraint of negative emotional expression was 
likely to be considered “not lively”, which caused the negative evaluation of the relationship. 
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